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平成26年　年頭のご挨拶（ 3 ） （98号）

平
成
26
年
　
年
頭
の
ご
挨
拶

理
事
長　

杉
山　
　

蕃

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
清
新
の
気
持
ち
で
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、

仄
か
な
灯
り
が
見
え
出
し
た
年
の
よ
う
に

受
け
取
っ
て
お
り
ま
す
。
夏
の
参
議
院
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
国
民
は
安
倍
首
相
率

い
る
政
権
を
肯
定
し
、
そ
の
後
も
比
較
的

高
い
支
持
率
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
国
民
は
政
治
体
制
の
安
定
と
い

う
安
心
感
を
享
受
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
我
々
国
民
の
目
線
か
ら
は
、
と
も

す
れ
ば
党
利
党
略
に
走
り
が
ち
な
議
会
制

民
主
主
義
の
弱
点
を
曝
け
出
す
こ
と
な

く
、
国
家
の
確
か
な
将
来
を
見
据
え
た
政

治
が
、
着
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
更
に
、
我
が
国
の
国

勢
が
一
歩
も
二
歩
も
前
進
し
て
欲
し
い
と
願

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
本
年
は
、
関
海
軍
大
尉
以
下
の
敷
島

隊
が
、
特
別
攻
撃
隊
と
し
て
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト

か
ら
出
撃
、
レ
イ
テ
島
沖
に
散
華
さ
れ
て
よ

り
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
よ
り
10
ヵ
月
に
及
ん
だ
特
別
攻
撃
隊
の
勇

士
に
想
い
を
馳
せ
る
と
き
、
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
追
悼
の
感
慨
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

後
に
続
く
世
代
の
我
々
は
、
若
い
盛
り
に
、

こ
れ
以
上
の
厳
し
い
状
況
は
考
え
ら
れ
な
い

精
神
的
環
境
の
中
で
、
敢
然
と
自
ら
を
国
の

為
に
奉
じ
た
人
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
心

に
銘
記
し
、
と
も
す
れ
ば
、
安
易
享
楽
の
薄

い
世
相
に
流
れ
が
ち
な
人
の
弱
さ
に
歯
止
め

を
か
け
、
自
戒
自
浄
の
原
点
と
す
る
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

我
が
国
の
社
会
全
体
を
見
て
、
我
々
の
作
り

上
げ
て
き
た
社
会
が
、
果
た
し
て
英
霊
の
皆

様
が
斯
く
有
れ
と
望
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か

否
か
を
判
断
の
重
要
な
拠
り
所
と
す
る
こ
と

も
肝
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
見

方
は
、
今
後
幾
久
し
く
日
本
人
の
心
の
浄
点

と
し
て
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

存
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
末
、
安
倍
総
理
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。
誠
に
結
構
な
事
と
存

じ
ま
す
が
、
中
韓
と
の
関
係
は
、
相
手
国
の

一
方
的
な
、
我
が
国
に
対
す
る
中
傷
の
構
図

の
中
、
遅
々
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
我
が

領
土
を
守
る
毅
然
た
る
対
応
に
も
、
国
民
の

多
数
の
気
持
ち
と
裏
腹
な
、
戦
後
の
自
虐
症

候
群
を
引
き
ず
っ
た
よ
う
な
対
応
は
、
英
霊

の
皆
様
に
、
決
し
て
申
し
開
き
の
で
き
る
有

様
で
は
な
い
と
憂
い
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
長
く
続
く
敗
戦
国
症
候
群
と
も
言
え
る

状
態
に
は
、
そ
ろ
そ
ろ
終
止
符
を
打
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。我

が
慰
霊
顕
彰
会
の
活
動
は
、
こ
こ
１
年

概
ね
順
調
に
推
移
致
し
ま
し
た
。
靖
國
神
社

に
お
け
る
特
攻
隊
合
同
慰
霊
祭
、
世
田
谷
山

観
音
寺
に
お
け
る
特
攻
平
和
観
音
年
次
法
要

を
始
め
と
し
て
、
各
地
の
特
攻
隊
戦
没
者
慰

霊
行
事
へ
の
参
加
も
例
年
通
り
執
り
行
い
、

若
手
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
積
極
的
に
な
っ
て

き
た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。「
特
攻
勇

士
之
像
」
の
各
県
護
国
神
社
へ
の
奉
納
事
業

も
、
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、
昨
年
10
月

末
、
埼
玉
県
護
国
神
社
へ
の
奉
納
・
建
立
が

完
了
し
、
計
13
体
の
奉
納
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
未
奉
納
の
護
国
神
社
へ

の
奉
納
・
建
立
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
々
に
と
り
ま
し
て
の
最
大
の
問
題

は
、
戦
友
の
皆
様
の
高
齢
化
に
伴
う
現
象

に
如
何
に
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
会
勢

維
持
の
問
題
と
、
特
攻
戦
没
者
の
慰
霊
顕

彰
を
、
後
に
続
く
世
代
に
如
何
に
引
き
継

い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
世
代
交
代
と
と
も
に
散
逸
し
て
い

く
貴
重
な
資
料
を
収
集
保
管
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
な
こ
と
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
特
攻
隊
出
撃
70
周
年
の
節
目
の

年
、
我
が
慰
霊
顕
彰
会
と
し
て
は
、
微
力

を
尽
く
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
真
剣
に
立

ち
向
か
い
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
く

必
要
性
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
努
力
、
改
革
の

必
要
が
あ
り
、
関
係
理
事
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
、
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。年

頭
に
当
た
り
、
改
め
て
公
益
事
業
た

る
本
慰
霊
顕
彰
会
の
責
務
を
噛
み
締
め
る

と
と
も
に
、
重
ね
て
新
年
を
寿
ぎ
、
皆
様

方
の
安
寧
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



封印された「カミカゼ」の戦果 � （�4�）（98号）

①
「
第
二
次
大
戦
米
国
海
軍
作
戦
年
誌

一
九
三
九
─
一
九
四
五
」
が
明
か
す
「
カ

ミ
カ
ゼ
」
の
戦
果

　

戦
後
、
米
海
軍
が
公
式
に
発
表
し
た
「
第

二
次
大
戦
米
国
海
軍
作
戦
年
誌
一
九
三
九
─

一
九
四
五
」（
出
版
協
同
社
、
昭
和
三
○
年
）

に
よ
れ
ば
、比
島
方
面
で
の
特
攻
の
戦
果
は
、

沈
没
十
六
隻
（
護
衛
空
母
二
、
駆
逐
艦
六
、

小
艦
艇
四
、
そ
の
他
四
）、
損
傷
七
十
隻
（
護

衛
空
母
十
三
、
戦
艦
五
、
重
巡
三
、
軽
巡
六
、

駆
逐
艦
二
十
二
、
護
衛
駆
逐
艦
四
、
小
艦
艇

三
、
そ
の
他
十
四
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
台
湾
・
硫
黄
島
方
面
の
戦
果
は
、

沈
没
一
隻
（
護
衛
空
母
一
）、損
傷
九
隻
（
正

規
空
母
四
、
護
衛
空
母
一
、
駆
逐
艦
一
、
そ

の
他
三
）
と
な
っ
て
お
り
、沖
縄
方
面
で
は
、

沈
没
十
五
隻
（
駆
逐
艦
八
、
小
艦
艇
及
び
そ

の
他
七
）、
損
傷
二
○
二
隻
（
正
規
空
母

十
二
、
護
衛
空
母
三
、
戦
艦
九
、
重
巡
三
、

軽
巡
八
、
駆
逐
艦
一
一
六
、
小
艦
艇
及
び
そ

の
他
五
十
一
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
全
期
間
中
の
戦
果
は
、
沈
没

三
十
二
隻
（
護
衛
空
母
三
、
駆
逐
艦
十
四
、

小
艦
艇
及
び
そ
の
他
十
五
）、
損
傷
二
七
八

隻
（
正
規
空
母
十
六
、
軽
空
母
三
、
護
衛
空

母
十
七
、
戦
艦
十
四
、
重
巡
六
、
軽
巡
八
、

駆
逐
艦
一
四
三
、
小
艦
艇
及
び
そ
の
他

七
十
一
）
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
を
特
攻
兵
器
別
に
見
る
と
、
沈
没

二
十
六
隻
（
護
衛
空
母
三
、
駆
逐
艦
十
二
、

そ
の
他
十
一
）、
損
傷
二
六
六
隻
（
空
母

十
六
、
軽
空
母
三
、
護
衛
空
母
十
七
、
戦
艦

十
四
、
重
巡
六
、
軽
巡
八
、
駆
逐
艦

一
三
八
、
そ
の
他
六
十
七
）
が
一
般
の
特
攻

機
に
よ
る
も
の
で
、
桜
花
に
よ
る
も
の
は
、

沈
没
が
合
計
一
隻
（
駆
逐
艦
一
）、
損
傷
五
隻

（
駆
逐
艦
四
、
そ
の
他
一
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
震
洋
は
沈
没
一
隻
（
そ
の
他
一
）、

損
傷
一
隻
（
駆
逐
艦
一
）
で
、
回
天
は
沈
没

一
隻
（
駆
逐
艦
一
）、損
傷
三
隻
（
そ
の
他
三
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
戦
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
我

が
帝
国
陸
海
軍
が
次
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。『
特
別
攻
撃
隊
全
史
』（
財
団
法
人
特
攻

隊
戦
没
者
慰
霊
平
和
祈
念
協
会
（
注
・
現
公

益
財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会
）、

平
成
二
十
年
八
月
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
九

年
十
月
二
十
日
か
ら
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

日
に
か
け
て
、
約
十
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
出

撃
し
た
陸
海
軍
の
特
攻
機
は
、
合
計

三
四
六
一
機
（
陸
軍
機
一
○
九
四
機
、
海
軍

機
二
三
六
七
機
）
で
、
特
攻
戦
死
者
、
合
計

四
三
七
九
名
（
陸
軍
一
八
四
四
名
、
海
軍

二
五
三
五
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
回
天
特
別
攻
撃
隊
の
戦
死
者
は
合

計
八
九
名
と
な
っ
て
お
り
、
震
洋
特
別
攻
撃

隊
の
戦
死
者
は
合
計
一
○
八
五
名
で
、
陸
軍

の
海
上
挺
進
戦
隊
の
戦
死
者
は
合
計
二
六
五

名
で
あ
っ
た
。

②
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
報
告
書
が
明
か

す
「
カ
ミ
カ
ゼ
」
の
戦
果

　

こ
れ
ら
の
沈
没
・
損
傷
統
計
に
基
づ
い

て
、米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
報
告
書
で
は
、

特
攻
作
戦
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
評
価
を

与
え
て
い
る
。

　
「
日
本
人
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
唯
一
の
、

最
も
効
果
的
な
兵
器
（
ザ
・
シ
ン
グ
ル
・
モ

ス
ト
・
エ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
ア
・
ウ
エ
ポ

ン
）
は
自
殺
機
（
ス
ー
サ
イ
ド
・
プ
レ
ー
ン
）

で
、
戦
争
末
期
の
数
ヵ
月
間
に
、
日
本
陸
軍

と
日
本
海
軍
の
航
空
隊
が
連
合
軍
艦
船
に
対

し
て
広
範
に
使
用
し
た
」

　

特
攻
機
の
「
め
ざ
ま
し
い
成
功
に
よ
り
、

レ
イ
テ
湾
で
あ
い
つ
い
で
沈
む
ア
メ
リ
カ
の

戦
艦
、
航
空
母
艦
、
輸
送
船
の
報
道
が
、
日

本
軍
と
日
本
国
民
の
士
気
を
大
い
に
高
め
た

こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
当
時
、
彼
ら
の
両
方

と
も
が
、
何
か
士
気
を
高
め
る
も
の
が
必
要

で
あ
っ
た
」

　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
作
戦
で
の
自
殺
攻
撃
に
よ

る
合
計
六
五
○
機
の
損
失
は
、（
著
者
注
：

原
著
の
）〔
表
Ｕ
〕（
一
八
○
ペ
ー
ジ
）
を
み

れ
ば
、
き
わ
め
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
こ

と
が
、
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
攻
撃
が
主

目
的
と
し
た
連
合
軍
の
上
陸
阻
止
は
失
敗
で

あ
っ
た
が
、
命
中
と
至
近
命
中
（
ニ
ア
・
ミ

ス
）
は
二
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
た
っ
し
て

い
る
。
日
本
側
は
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
あ

ま
り
知
ら
な
か
っ
た
。

　

公
式
に
は
一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
命
中
を
宣

言
し
た
も
の
の
、
当
時
の
日
本
側
の
非
公
式

な
推
定
は
、
二
機
の
う
ち
一
機
命
中
、
あ
る

い
は
六
機
の
う
ち
一
機
て
い
ど
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
実
際
に
は
、
約
三
・
五
機
あ
た
り

一
機
の
命
中
、
あ
る
い
は
至
近
命
中
が
得
ら

れ
て
い
た
」

　
「
自
殺
攻
撃
が
あ
る
て
い
ど
の
成
功
を
お

さ
め
つ
つ
あ
る
一
方
、
陸
海
両
空
軍
の
主
力

は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
爆
撃
機
お
よ
び
戦

闘
機
に
よ
る
作
戦
を
続
行
し
た
。
自
殺
機
に

よ
る
損
失
機
数
は
、
戦
闘
に
よ
る
喪
失
機
の

合
計
の
わ
ず
か
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
こ
れ
が
琉
球
作
戦
の
後
半
に
な
る

封
印
さ
れ
た
「
カ
ミ
カ
ゼ
」
の
戦
果

（
吉
本
貞
昭
著
『
世
界
が
語
る
神
風
特
別

攻
撃
隊
』
第
一
章
よ
り
）
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と
、
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
大
し
た
」

　
「
沖
縄
上
陸
の
第
一
日
目
は
、
連
合
軍
に

と
っ
て
は
驚
く
ほ
ど
う
ま
く
い
っ
た
。
地
上

で
の
抵
抗
は
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
（
と
る
に
足
り

な
い
も
の
）
で
、
空
に
は
日
本
機
の
姿
が
な

か
っ
た
。
そ
し
て
四
月
六
日
と
七
日
に
か
け

て
、
カ
ミ
カ
ゼ
が
三
六
時
間
に
わ
た
っ
て
猛

威
を
ふ
る
っ
た
。

　

約
三
五
五
機
の
自
殺
攻
撃
機
と
、
ほ
ぼ
同

数
の
戦
闘
機
と
偵
察
機
、
総
計
約
七
○
○
機

が
出
撃
し
た
。
そ
れ
は
日
本
空
軍
最
大
攻
撃

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

日
本
海
軍
機
は
、
連
合
軍
の
軍
艦
攻
撃
に

全
力
を
そ
そ
ぐ
よ
う
に
命
令
さ
れ
て
い
た
。

陸
軍
機
は
輸
送
船
、
補
給
船
に
た
い
す
る
大

規
模
な
計
画
さ
れ
た
自
殺
攻
撃
の
最
初
の
も

の
だ
っ
た
」

　
「
一
九
四
五
年
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

の
琉
球
作
戦
中
、
自
殺
攻
撃
に
よ
っ
て
連
合

軍
艦
船
二
五
隻
が
撃
沈
さ
れ
た
。
日
本
機
の

ス
コ
ア
は
命
中
一
八
二
機
、
至
近
命
中
九
七

機
で
あ
っ
た
。

　
〔
表
Ｕ
〕
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
お
よ
び
沖
縄

の
作
戦
で
の
連
合
軍
側
の
損
失
と
、
日
本
空

軍
の
自
殺
攻
撃
の
合
計
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ

で
あ
る
。琉
球
で
の
損
失
の
方
が
大
き
い
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
命
中
と
至
近
命
中
の
率
が

高
い
こ
と
が
分
か
る
」

　
「
日
本
が
海
上
艦
船
に
た
い
す
る
使
用
に

考
案
し
た
も
っ
と
も
効
果
的
な
兵
器
が
、
自

殺
兵
器
で
あ
っ
た
。
四
四
ヵ
月
つ
づ
い
た
戦

争
の
わ
ず
か
一
○
ヵ
月
間
に
、
ア
メ
リ
カ
軍

艦
損
傷
艦
総
数
の
四
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

が
、
そ
し
て
沈
没
艦
総
数
の
二
一
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
が
、自
殺
機
に
よ
る
戦
果
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
自
殺
攻
撃
は
た
か
く
つ
い
た
。

自
殺
戦
術
を
実
施
し
た
一
○
ヵ
月
間
に
、
陸

海
両
軍
は
二
五
五
○
機
を
犠
牲
に
し
て
、
連

合
軍
艦
船
の
各
種
タ
イ
プ
に
四
七
四
機
を
命

中
さ
せ
た
。
有
効
率
は
一
八
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
だ
っ
た
」

　
「
こ
れ
ら
の
自
殺
機
の
使
用
に
よ
り
、
上

陸
作
戦
の
連
合
軍
艦
船
が
、
連
合
国
空
軍
が

計
画
し
た
多
様
な
効
果
的
対
策
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
き
な
損
傷
を
う
け
た
で
あ
ろ
う
こ

と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
」

　

以
上
が
、
米
海
軍
が
公
式
に
発
表
し
た
報

告
内
容
で
あ
る
が
、
被
害
を
少
な
く
報
告
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
、
か

な
り
な
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

だ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
実
際
の
被
害
状
況

は
、ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
原
勝
洋
氏
の
調
べ
た
米
海
軍
の
秘
密
文

書
か
ら
見
て
み
よ
う
。

③
米
海
軍
極
秘
文
書
が
明
か
す「
カ
ミ
カ
ゼ
」

の
戦
果

　

原
氏
に
よ
れ
ば
（
原
勝
洋
氏
調
査
「
米
海

軍
極
秘
文
書
」）、〔
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

郊
外
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
カ
レ
ッ
ジ
・
パ
ー

ク
に
あ
る
米
国
国
立
公
文
書
館
Ⅱ
に
は
、
太

平
洋
戦
争
時
代
の
極
秘
文
書
が
秘
密
解
除
さ

れ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
文
書
は
、

指
定
さ
れ
た
手
続
を
と
る
と
、
誰
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

米
海
軍
情
報
部
航
空
諜
報
課
が
作
成
し
た

「
日
本
機
に
よ
る
連
合
国
艦
船
に
た
い
す
る

体
当
た
り
攻
撃
」
は
、
戦
時
中
に
日
本
側
が

知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
航
空
特
攻
・

体
当
た
り
攻
撃
の
命
中
効
果
を
数
値
で
示
し

て
い
た
。

　

航
空
特
攻
の
日
本
側
記
録
に
よ
る
命
中

率
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
効
果
数
値
は
文
献
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
戦
後
、
一
般
に
伝

え
ら
れ
た
特
攻
の
戦
果
は
、
海
軍
特
攻
実
施

機
数
が
、
猪
口
力
平
・
中
島
正
共
著
『
神
風

特
別
攻
撃
隊
』
の
別
表
よ
り
算
出
し
た
確
実

な
も
の
に
、
攻
撃
機
の
未
帰
還
機
数
、
陸
軍

は
別
表
の
陸
軍
特
攻
機
を
累
計
し
、
そ
の
体

当
た
り
命
中
機
数
は
確
実
な
る
も
の
の
み
、

そ
の
他
は
至
近
自
爆
機
と
し
て
算
出
し
た
数

値
が
、
航
空
特
攻
効
果
と
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
特
攻
攻
撃
奏
功
率
は
、
比
島
及
び
硫

黄
島
で
は
、
特
攻
実
施
機
数
は
海
軍
三
一
五

機
、
陸
軍
二
五
三
機
、
体
当
た
り
命
中
機
数

一
一
一
機
、
至
近
弾
と
な
っ
た
機
数
四
三

機
、
奏
功
率
（
被
害
艦
艇
一
二
九
隻
）

二
七
・
一
％
（
他
に
二
六
・
八
％
の
数
値
あ

り
）。

　

沖
縄
作
戦
で
は
、
特
攻
実
施
機
数
は
、
海

軍
九
八
三
機
、
陸
軍
九
三
二
機
、
命
中
機
数

一
三
三
機
、
至
近
弾
一
二
三
機
、
奏
功
率

（
被
害
艦
艇
二
二
九
隻
）
一
三
・
四
％
（
他

に
一
四
・
七
％
の
数
値
あ
り
）。

　

全
特
攻
作
戦
で
は
、
海
軍
一
二
九
八
機
、

陸
軍
一
一
八
五
機
、
命
中
機
数
二
四
四
機
、

至
近
弾
一
六
六
機
、
奏
功
率
（
被
害
艦
船

三
八
五
隻
）一
六
・
五
％（
他
に
二
一
・
三
％

の
数
値
あ
り
）
と
判
定
し
て
い
た
。（
中
略
）

　

秘
密
解
除
さ
れ
た
米
海
軍
機
密
文
書
は
、

一
九
四
四
年
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の

五
ヵ
月
間
の
記
録
で
、
体
当
た
り
攻
撃

三
五
六
回
、
特
攻
命
中
一
四
○
機
、
命
中
率

三
九
％
、
特
攻
機
至
近
の
自
爆
に
よ
る
被
害

五
九
機
、
至
近
自
爆
機
被
害
率
一
七
％
、
合

計
特
攻
効
果
率
五
六
％
、
命
中
艦
船
一
三
○

隻
、
沈
没
艦
船
二
○
隻
と
い
う
大
戦
果
を
も

た
ら
し
て
い
た
こ
と
を
暴
露
し
て
い
る
。

　

米
海
軍
対
空
戦
闘
報
告
書
か
ら
得
た
記
録

に
よ
る
と
、
一
九
四
五
年
四
月
中
の
戦
闘
報

告
電
報
か
ら
の
記
録
集
計
は
、
さ
ら
に
日
本

軍
の
航
空
特
攻
効
果
が
拡
大
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
た
。

　

一
七
三
機
に
よ
る
体
当
た
り
攻
撃
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
○
六
機
（
六
一
％
）

が
命
中
を
記
録
、
一
七
機
（
一
○
％
）
は
至

近
内
自
爆
で
被
害
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
艦
船
八
七
隻
が

特
攻
機
の
命
中
を
受
け
、
そ
の
う
ち
五
隻
が
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沈
没
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
は
、
そ
の
後
に
報
告
さ
れ

た
特
攻
戦
果
に
よ
り
、
さ
ら
に
命
中
と
至
近

自
爆
成
功
の
数
値
は
向
上
し
て
お
り
、
改
訂

版
に
記
載
す
る
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。

　

か
く
て
四
月
の
対
空
戦
闘
記
録
は
、
不
十

分
な
調
査
で
は
あ
る
が
、
特
攻
攻
撃
六
四
機

（
そ
の
う
ち
桜
花
二
機
）、
命
中
二
五
機

（
三
九
％
）、
至
近
自
爆
被
害
一
二
機

（
一
九
％
）
で
、
艦
船
一
九
隻
が
特
攻
機
の

命
中
を
受
け
、
五
隻
が
沈
没
し
た
こ
と
を
追

加
し
て
い
た
。
桜
花
二
機
の
体
当
た
り
攻
撃

は
命
中
と
判
定
さ
れ
て
い
た
。

　

対
空
戦
闘
報
告
（
一
九
四
五
年
四
月
）
か

ら
集
計
さ
れ
た
デ
ー
タ
数
値
に
よ
る
と
、
対

空
砲
火
に
と
ら
え
ら
れ
た
特
攻
機
の
割
合

が
、
一
九
四
四
年
十
月
の
八
・
五
％
か
ら
、

同
年
十
月
と
一
九
四
五
年
一
月
に
は
三
○
％

に
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

一
九
四
五
年
二
月
～
四
月
の
期
間
に
報
告

さ
れ
検
討
さ
れ
た
特
攻
戦
果
の
比
較
表
に
よ

る
と
、通
常
攻
撃
で
は
な
く
、航
空
特
攻
（
体

当
た
り
攻
撃
）
に
よ
っ
て
命
中
さ
れ
た
戦
闘

の
う
ち
、
駆
逐
艦
の
占
め
る
割
合
が
著
し
く

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
増
加
の
要
因
を
分
析
す
る
に
は
、

攻
撃
時
刻
の
戦
術
的
状
況
に
関
す
る
追
加
情

報
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

考
え
ら
れ
る
一
つ
の
要
因
は
、
特
攻
任
務

に
つ
い
て
出
撃
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
、
攻
撃

目
標
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
か
。
そ
の
結
果
、
ピ
ケ
ッ
ト
駆
逐
艦
が
攻

撃
目
標
と
し
て
ね
ら
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
究
極
の
戦
術
的
目
標
を
得
る
た
め
、

特
に
駆
逐
艦
を
攻
撃
目
標
に
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
〕

　

以
上
が
原
氏
の
調
べ
た
米
海
軍
情
報
部
航

空
諜
報
課
作
成
の
極
秘
文
書
の
内
容
で
あ

る
。

　

だ
が
、
こ
の
極
秘
文
書
は
あ
く
ま
で
も
、

昭
和
十
九
年
十
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
の
特

攻
の
記
録
で
あ
っ
て
、
五
月
以
降
の
記
録
が

な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

④「
カ
ミ
カ
ゼ
」の
戦
果
は
本
当
に
少
な
か
っ

た
の
か

　

原
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
三
つ
あ

る
。

　

一
つ
は
、
秘
密
解
除
さ
れ
た
米
海
軍
機
密

文
書
の
内
容
と
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
報

告
書
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
前
者
の
戦

果
の
方
が
後
者
よ
り
も
高
い
と
い
う
事
実
で

あ
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団

の
報
告
書
は
、明
ら
か
に
有
効
率
と
撃
沈
率
を

低
く
抑
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
前
出
の
デ
ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
氏

も
、
そ
の
著
書
で
次
の
よ
う
に
米
海
軍
の
記

録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
と

同
時
に
、
被
害
状
況
は
米
艦
船
だ
け
で
、
他

の
連
合
国
（
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ

ラ
ン
ダ
）
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
言
及
さ

れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
沈
没
損
害
艦
艇
に
つ
い
て
正
確
な
計
算

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
後
の
審
判
者

と
な
る
べ
き
─
米
海
軍
戦
史
課
で
作
成
さ
れ

た
─
『
第
二
次
大
戦
米
国
海
軍
作
戦
年
誌
』

で
は
、
例
え
ば
慶
良
間
列
島
で
沈
没
し
た

「
ロ
ー
ガ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ー
」
と
「
ホ
ッ
ブ

ス
・
ビ
ク
ト
リ
ー
」、
あ
る
い
は
レ
イ
テ
湾

で
撃
沈
さ
れ
た
歩
兵
揚
陸
艇
一
○
六
五
号
に

関
し
て
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
軍
や
イ
ギ
リ
ス
の
損
害
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　

作
戦
年
誌
は
ま
た
、
損
傷
後
友
軍
の
大
砲

や
魚
雷
で
撃
沈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

り
、
修
理
不
能
の
大
損
害
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
艦
艇
も
ま
た
、
損
傷
艦
艇
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
筆
者
が
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
さ

ら
に
再
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果
、
航
空
特
攻
の

結
果
、
少
な
く
と
も
五
十
七
隻
の
艦
船
が
撃

沈
さ
れ
、
一
○
八
隻
が
連
合
軍
の
戦
争
努
力

の
な
か
か
ら
失
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
八
十
三
隻
が
船
体
に
重
大
な
損
傷

を
受
け
る
か
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
か
、

そ
れ
と
も
物
的
・
人
的
の
両
面
で
大
損
害
を

受
け
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
少
な
く
と
も
二

○
六
隻
が
軽
傷
を
負
っ
た
。

　

彼
の
著
書
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
神
風
』
下
巻

（
時
事
通
信
社
、
昭
和
五
十
七
年
）
と
『
写

真
集
カ
ミ
カ
ゼ　

陸
・
海
軍
特
別
攻
撃
隊
』

全
二
巻
（
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、

一
九
九
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
特
別
攻
撃

戦
果
一
覧
表
」、
そ
し
て
先
述
し
た
『
第
二

次
大
戦
米
国
海
軍
作
戦
年
誌
一
九
三
九
─

一
九
四
五
』（
出
版
協
同
社
、
昭
和
三
十
年
）

を
照
合
す
る
と
、
確
か
に
、
一
覧
表
の
中
に

は
、
作
戦
年
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
戦
果

が
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
戦
果
の
内
訳
を
見
る
と
、
沈
没
が

二
十
三
隻
（
歩
兵
揚
陸
艇
Ｌ
Ｃ
Ｉ
一
隻
、
貨

物
船
二
隻
、
駆
逐
艦
三
隻
、
中
型
揚
陸
艦
Ｌ

Ｓ
Ｍ
八
隻
、
戦
車
揚
陸
艇
一
隻
、
戦
車
揚
陸

艦
Ｌ
Ｓ
Ｔ
一
隻
、上
陸
支
援
艇
一
隻
）と
な
っ

て
お
り
、
損
傷
は
七
十
八
隻
（
歩
兵
揚
陸
艇

Ｌ
Ｃ
Ｉ
三
隻
、
貨
物
船
七
隻
、
商
船
十
四
隻
、

駆
逐
艦
十
五
隻
、中
型
揚
陸
艦
Ｌ
Ｓ
Ｍ
四
隻
、

戦
車
揚
陸
艇
一
隻
、
戦
車
揚
陸
艦
Ｌ
Ｓ
Ｔ
五

隻
、
掃
海
艇
四
隻
、
輸
送
船
二
隻
、
兵
員
揚

陸
艦
一
隻
、
空
母
一
隻
、
戦
艦
二
隻
、
輸
送

駆
逐
艦
二
隻
、
敷
設
艦
二
隻
、
揚
陸
戦
用
資

材
輸
送
艦
歩
兵
揚
陸
艦
一
隻
、
護
衛
駆
逐
艦

三
隻
、
大
型
上
陸
支
援
艇
六
隻
、
上
陸
支
援

艇
三
隻
、
給
油
艦
一
隻
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
特
攻
兵
器
別
に
見
る
と
、
沈
没

二
十
三
隻
の
う
ち
一
隻
が
「
回
天
」
あ
る
い

は
特
攻
機
に
よ
る
も
の
で
、
残
り
は
全
て
特
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攻
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
損
傷

七
十
八
隻
も
、
全
て
特
攻
機
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
デ
ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
指
摘
し
た

他
の
連
合
国
（
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
）
の
被
害
状
況
を
見
る
と
、
英
国

の
損
傷
は
十
七
隻
（
戦
艦
一
隻
、
空
母
十
五

隻
、
掃
海
艇
一
隻
）
に
上
っ
て
お
り
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
損
傷
は
十
六
隻
（
重
巡
十
五

隻
、
駆
逐
艦
一
隻
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

オ
ラ
ン
ダ
の
損
傷
は
一
隻
（
商
船
一
隻
）
と

な
っ
て
い
る
が
、
沈
没
は
皆
無
で
あ
る
。

　

前
出
の
角
田
氏
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
四

日
に
出
撃
し
た
第
十
七
大
義
隊
が
英
国
の

「
正
規
空
母
四
隻
の
う
ち
、
三
隻
に
命
中
、

こ
の
と
き
は
五
百
キ
ロ
の
爆
弾
を
も
っ
て
い

た
の
で
、
被
害
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に

二
百
五
十
キ
ロ
を
も
っ
た
三
機
が
命
中
し
た

時
よ
り
も
大
き
く
、
大
火
災
を
お
こ
し
た
。

二
艦
の
上
甲
板
で
は
、
さ
か
ん
に
誘
爆
を
起

こ
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敵
側
発

表
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ダ
ブ
ル
に
一
機
命
中
、
イ

ン
ド
ミ
タ
ブ
ル
に
一
機
至
近
と
な
っ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
未
発
表
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
そ
の
日
、
特
攻
機
が
フ
ォ
ー
ミ
ダ

ブ
ル
に
一
機
命
中
、
イ
ン
ド
ミ
タ
ブ
ル
に
は

二
機
命
中
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

角
田
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
敵
側
の
公
式
発

表
に
は
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

�

（
以
下
略
）

特攻勇士の慰霊・顕彰施設①

靖國神社遊就館

知覧　特攻平和観音堂 知覧　特攻平和会館

回天碑（山口県周南市大津島） 回天記念館
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（
慰
霊
行
事
名
）

（
日
時
・
場
所
）　
　

（
主
催
者
名
等
）

①
第
36
回
特
攻
隊
合
同
慰

霊
祭

26
・
３
・
30
（
日
）
靖
國
神
社

（
公
財
）
特
攻
隊
戦

没
者
慰
霊
顕
彰
会

②
宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
祭

26
・
４
・
３
（
木
）

③
豫
科
練
雄
飛
会
戦
没
者

靖
國
神
社
慰
霊
祭

26
・
４
・
４
（
金
）
靖
國
神
社

豫
科
練
雄
飛
会

④
旧
海
軍
鹿
屋
航
空
基
地

特
攻
隊
戦
没
者
追
悼
式

26
・
４
・
５
（
土
）
小
塚
丘
公
園
内

慰
霊
塔
前

鹿
屋
市

⑤
第
38
回
都
城
市
特
別
攻

撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

26
・
４
・
６
（
日
）
都
島
公
園
内
慰

霊
碑
前

都
城
市
特
別
攻
撃
隊

奉
賛
会

⑥
第
46
回
徳
之
島
慰
霊
祭

（
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と 

す
る
第
二
艦
隊
戦
没
者
）

26
・
４
・
７
（
月
）
犬
多
布
岬
・
慰

霊
塔
前

鹿
児
島
県
伊
仙
町
慰

霊
祭
実
行
委
員
会

⑦
第
54
回
出
水
市
特
攻
碑

慰
霊
祭

26
・
４
・
16
（
水
）
特
攻
碑
公
園
慰

霊
碑
前

鹿
児
島
県
出
水
市
特

攻
慰
霊
碑
顕
彰
会

⑧
第
43
回
萬
世
特
攻
慰
霊

碑
慰
霊
祭

26
・
４
・
20
（
日
）
萬
世
特
攻
慰
霊

碑
前

南
さ
つ
ま
市
・
万
世

特
攻
慰
霊
碑
奉
賛
会

⑨
靖
國
神
社
春
季
例
大
祭

（
当
日
祭
）

26
・
４
・
22
（
火
）
靖
國
神
社

靖
國
神
社

⑩
京
都
霊
山
護
國
神
社
特

攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

26
・
４
・
29
（
月
）
京
都
霊
山
護
國

神
社

京
都
・
特
攻
勇
士
之

像
慰
霊
顕
彰
会

⑪
第
60
回
知
覧
特
攻
基
地

戦
没
者
慰
霊
祭

26
・
５
・
３
（
土
）
知
覧
特
攻
平
和

観
音
堂
前

南
九
州
市
・
知
覧
特

攻
慰
霊
顕
彰
会

⑫
三
島
村
特
攻
平
和
祈
年

祭

26
・
５
・
11
（
日
）
黒
島
平
和
公
園

鹿
児
島
県
・
黒
島
三

島
村

⑬
第
48
回
特
攻
殉
国
の
碑

慰
霊
祭

26
・
５
・
11
（
日
）
特
攻
殉
国
の
碑

前

長
崎
県
・
川
棚
町
新

谷
郷
・
殉
国
の
碑
保

存
会

⑭
海
原
会
慰
霊
祭

26
・
５
・
25
（
日
）
豫
科
練
之
碑
前

旧
土
浦
海
軍
航
空
隊

（
陸
自
武
器
学
校
）内

（
慰
霊
行
事
名
）

（
日
時
・
場
所
）　
　

（
主
催
者
名
等
）

⑮
義
烈
空
挺
隊
慰
霊
祭

26
・
６

健
軍
・
義
烈
空

挺
隊
慰
霊
碑
前

空
挺
同
志
会
熊
本
県

支
部

⑯
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

合
同
慰
霊
祭

26
・
７
・
５
（
土
）
靖
國
神
社

（
公
財
）
大
東
亜
戦

争
全
戦
没
者
慰
霊
団

体
協
議
会

⑰
第
63
回
特
攻
平
和
観
音

年
次
法
要

26
・
９
・
23
（
火
）
特
攻
観
音
堂

世
田
谷
山
観
音
寺

（
公
財
）
特
攻
隊
戦

没
者
慰
霊
顕
彰
会

⑱
明
野
忠
魂
塔
慰
霊
祭

26
・
９

明
野
忠
魂
塔
前

伊
勢
市
明
野
・
陸
自

航
空
学
校
内
・
明
野

忠
魂
塔
顕
彰
会

⑲
旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基

地
出
撃
戦
没
者
追
悼
式

26
・
10
・
15
（
水
）
串
良
平
和
公
園

慰
霊
塔
前

鹿
屋
市

⑳
靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭

（
当
日
祭
）

26
・
10
・
18
（
土
）
靖
國
神
社

靖
國
神
社

㉑
日
比
合
同
神
風
特
攻
隊

慰
霊
祭
（
世
界
平
和
祈

念
式
典
）

26
・
10
・
25
（
土
）
ク
ラ
ー
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
・

リ
リ
ー
ヒ
ル
・

平
和
観
音
像
前

他

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
バ

ラ
カ
ッ
ト
市

㉒
大
阪
護
國
神
社
特
攻
勇

士
之
像
慰
霊
祭

26
・
10
・
26
（
日
）
大
阪
護
國
神
社

大
阪
特
攻
勇
士
之
像

慰
霊
顕
彰
会

㉓
埼
玉
県
護
國
神
社
特
攻

勇
士
之
像
慰
霊
祭

26
・
10
・
31
（
金
）
埼
玉
県
護
國
神

社

埼
玉
特
攻
勇
士
之
像

慰
霊
顕
彰
会

㉔
第
48
回
若
潮
会
慰
霊
祭

26
・
11
・
９
（
日
）
靖
國
神
社

若
潮
会
（
陸
軍
船
舶

隊
）

㉕
回
天
烈
士
並
び
に
回
天

搭
載
戦
没
潜
水
艦
乗
員

追
悼
式

26
・
11
・
９
（
日
）
大
津
島
・
回
天

慰
霊
碑
前

山
口
県
周
南
市
大
津

島
回
天
顕
彰
会

　
　
　
　
平
成
26
年
度
慰
霊
行
事
予
定
（
当
顕
彰
会
主
催
及
び
他
団
体
主
催
慰
霊
祭
参
加
予
定
）


